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4
月
14
日
未
明
、
熊
本
・
大
分
両
県
を

中
心
と
し
た
大
震
災
の
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
の
、
ご
冥
福
と
、
被
災
さ
れ
た

方
々
、
今
な
お
影
響
を
受
け
て
い
る
方
々
に
、

心
か
ら
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
定
時
総
会
が
、
5
月
26
日
、
多
く
の
会
員
各
位
の
参

加
に
よ
り
、
功
労
者
の
表
彰
と
諸
議
案
を
、
議
決
承
認
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
理
事
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
理
事
長
と
い
う
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
方
々

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
、
シ
ル
バ
ー
の
理
念
を
、
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
、

セ
ン
タ
ー
事
業
の
た
め
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

27
年
度
は
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」「
怪
我
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」
を
合
言
葉
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
事
故
は
12
件
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
安
全
・
適
正
就
業
の
深
度
化
を
は
か
り
、

「
重
篤
事
故
の
防
止
」
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

アルプスあづみの公園　新規開園エリア

再
任
に
あ
た
り

理
事
長
　
佐 

々 

木
　
胤 

明
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機
会
の
確
保
、
拡
大
に
向
け
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
事
業
は

多
種
多
様
な
仕
事
を
受
注
し
て
い
ま
す

が
、
請
負
、
委
任
に
よ
る
就
業
で
対
応

で
き
な
い
仕
事
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
派
遣
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
「
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
・
け
が
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
安
全
就
業
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

元
気
で
仲
良
く
就
業
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

第
19
回
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
が
、
６

月
18
日
、
19
日
に
市
内
の
豊
科
・
堀
金

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
、堀
金
中
堀
地
区
の
畑
で
、

初
め
て
収
穫
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

18
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
玉
ね
ぎ
の
収
穫
作
業
に
は
、
多
く

の
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
就
業

拡
大
に
繋
が
り
ま
し
た
。
今
秋
に
は
、

玉
ね
ぎ
の
苗
の
植
え
付
け
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
就
業
を
希
望
す
る
会
員
は
、

事
務
所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長　
　
　

佐
々
木
　
胤
明　

三
郷

副
理
事
長　
　

飯
沼
　
常
雄　
　

豊
科

専
務
理
事　
　

有
賀
　
朝
一　
　

豊
科

理
事　

野
本
　
岳
洋　

　
　
　
　
　

安
曇
野
市
長
寿
社
会
課
長

　
　
　
山
田
　
詔
一　
　

豊
科

　
　
　

小
林
　
義
明　
　

穂
高

　
　
　

竹
原
　
徳
治　
　

穂
高

　
　
　

那
須
野
　
卯
久　

三
郷

　
　
　

広
田
　
万
寿
美　

堀
金

　
　
　

浅
川
　
泰
通　
　

堀
金

　
　
　

嶋
﨑
　
紘
次　
　

明
科

　
　
　

小
林
　
松
治　
　

明
科

監
事

　
　
　

山
田
　
裕
也　
　

豊
科

　
　
　

深
石
　
武
雄　
　

穂
高

副
理
事
長
就
任
に
あ
た
り

副
理
事
長
　
飯
沼
　
常
雄

こ
の
度
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
は

か
ら
ず
も
副
理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
佐
々
木
理
事

長
を
補
佐
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保

を
図
る
た
め
に
始
ま
っ
た
「
地
域
ニ
ー

ズ
対
応
事
業
」
に
よ
る
「
玉
ね
ぎ
・
野

沢
菜
栽
培
」
で
す
が
、
本
年
度
は
補
助

事
業
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
の
で
、
3

年
間
の
実
績
を
検
証
し
、
更
な
る
就
業

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
28
年
度
定
時
総

会
が
、
5
月
26
日
、
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

は
、
会
員
１
２
０
人
が
出
席
し
、
本
年

度
の
事
業
計
画
や
昨
年
度
の
収
支
決
算

を
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
会
員
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
さ

れ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
の
た
め
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
24
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
27
年
度
事
業
報
告
で
は
、
会
員

数
が
前
年
度
と
同
数
の
８
９
０
人
、
契

約
金
額
は
、
前
年
比
98
・
3
％
の
5
億

７
５
２
５
万
円
で
し
た
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
シ
ル
バ

ー
派
遣
事
業
へ
の
、
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。
最
重
要
課
題
と
し
て
い
た

「
安
全
就
業
」
で
は
、
事
故
件
数
が
12

件
で
、
こ
こ
数
年
で
は
、
最
多
と
な
り

課
題
を
残
し
ま
し
た
。

同
じ
く
収
支
決
算
報
告
で
は
、
各
種

計
算
書
類
や
財
産
目
録
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
、
監
事
か
ら
適
正
で
あ
っ
た
と

の
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
監
事
か
ら
、
事
故
が
多
い
の
で
、

事
故
撲
滅
に
向
け
て
、
安
全
就
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
補
足
意

見
が
有
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
事
業
計
画
で
は
、
更
な

る
就
業
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
広

報
宣
伝
活
動
の
強
化
や
会
員
か
ら
の
情

報
提
供
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
。ま
た
、多
様
な
就
業
形
態
に
応
え
る

た
め
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
旨
の
報
告
も
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
役
員
改

選
を
行
い
、
理
事
12
人
、
監
事
2
人
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
催
さ

れ
た
理
事
会
で
理
事
長
に
は
、
佐
々
木

胤
明
氏
が
再
選
さ
れ
、副
理
事
長
に
は
、

新
た
に
飯
沼
常
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、
新

た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

去
る
4
月
14
日
の
発
生
し
た
「
平
成

28
年
熊
本
地
震
」
で
は
、
熊
本
・
大
分

地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

定
時
総
会
の
会
場
に
お
い
て
、
募
金
箱

を
設
置
し
、
総
会
出
席
者
に
募
金
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
の
総
額
は
1
万
１
０
７
７
円
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
暖
か
い

お
気
持
ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
安
曇
野
市
区
を
通
じ
、
被
災
地

に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
区
名

氏　
　
　

名

豊　

科

飯　

嶋　

き
の
へ

役
職
名

氏　
　
　

名

理　

事

務　

台　

一　

之

〃

石　

川　

照　

義

地
域
班
長

佐　

藤　

節　

雄

〃

宮　

田　

由　

子

〃

荻
久
保　

岩　

男

〃

堀　

内　

國　

夫

安
全
・
適
正
就
業
委
員

升　

田　

幸　

雄

〃

西　

野　

剛　

司

豊　

科

内　

川　

一　

義

〃

山　

浦　

美
恵
子

〃

大　

木　
　
　

明

穂　

高

中　

野　

哲　

也

〃

深　

石　

武　

雄

〃

大　

蔦　
　
　

誠

〃

桐　

澤　

安　

廣

三　

郷

鳥　

羽　

勇　

二

堀　

金

吉　

川　

ユ
キ
江

〃

青　

嶋　

久
美
子

〃

宮　

田　

由　

子

明　

科

高　

橋　

ち
ゑ
子

〃

小　

林　

直　

丈

〃

嶋　

田　

竹　

夫

〃

青　

木　

宏　

友

平
成
28
年
度
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

表
彰
者
一
覧

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の

お
礼
と
ご
報
告

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

総会で表彰された会員の皆さん新役員を代表して佐々木理事長の挨拶

収穫を楽しむ家族連れ
（堀金中堀の畑）　

平
成
28
年
度
　
定
時
総
会

《
表
彰
者
》

会
員
表
彰
（
77
歳
以
上
で
、
過
去
5
年
間

に
１
０
０
日
以
上
就
労
し
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業

活
動
に
積
極
的
に
寄
与
し
た
者
）

役
員
表
彰
（
2
期
以
上
に
わ
た
り
役
員

と
し
て
、セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
寄
与
し

退
任
し
た
者
）

  

新
た
に
選
任
さ
れ
た

　

 

理
事
・
監
事
の
皆
様

安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
へ
参
加

初
め
て
収
穫
体
験
も
実
施

任
期
　
平
成
30
年
の
総
会
ま
で

摘
花
（
果
）
等
り
ん
ご
作
業
技
術

の
向
上
と
作
業
支
援
者
の
拡

大
を
目
的
に
り
ん
ご
作
業
講
習
会
が
、

4
月
19
日
と
5
月
9
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

両
日
と
も
に
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
専
門
家

に
講
師
を
依
頼
し
、
約
40
人
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
り
ん
ご
農
家
の

高
齢
化
に
伴
い
作
業
以
来
が
増
え
る
中
、

作
業
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
9
月
に
、
葉
摘
み
・
玉
回

し
の
講
習
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
72
‐
５

８
０
０
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。摘花の実習に取り組む受講者

り
ん
ご
作
業
講
習
会
開
催
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会
員
の
安
全
・
適
正
就
業
と
健
康
に

関
す
る
事
項
を
協
議
し
、
そ
の
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
の
新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
2
年
間
の
任
期

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

６
月

10
日
、
第
１
回
安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
28
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業
対
策

推
進
計
画
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
点
目
標
を
『
重
篤
事
故
の
撲
滅
、

事
故
件
数
の
減
、
及
び
健
康
管
理
』
と

決
定
し
、
徹
底
し
た
事
故
防
止
に
努
め

ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、

１ 

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
完
全
実
施

２ 

安
全
装
備
使
用
の
徹
底

３ 

健
康
診
断
受
診
及
び
健
康
体
操
の

　

 

奨
励

４ 

交
通
事
故
防
止

　

を
徹
底
し
、
各
人
が
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

事
故
が
減
り
ま
せ
ん
。
平
成
27
年

度
も
、
傷
害
事
故
5
件
、
交

通
事
故
2
件
、
賠
償
事
故
5
件
発
生
し

過
去
最
悪
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
事
故
も
少
し
注
意
す
れ
ば
防

げ
る
も
の
で
し
た
。
少
し
の
注
意
を
怠

ら
ず
就
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

今
後
は
、
事
故
検
証
を
徹
底
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

7
月

20
日
「
三
郷
地
域
黒
澤
川
右

岸
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
あ
づ

み
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に

草
刈
機
の
実
技
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

草
刈
機
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
説
明
を
受
け
、
黒
沢
川
の
右

岸
で
参
加
者
全
員
が
草
刈
り
実
技
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
点
等
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

昨
年
も
草
刈
機
に
よ
る
飛
石
事
故

が
4
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
が
建
物
と
自
動
車
の
窓
ガ

ラ
ス
を
割
る
も
の
で
し
た
。

今
回
の
講
習
会
を
機
に
、
も
う
一
度

基
本
を
見
直
し
、
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
う
な
ど
、
就
業
に
は
十
分
注
意
を
し

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月

26
日
、
平
成
28
年
度
定
時
総

会
前
段
に
、
県
シ
連
、
安
全
・

適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
浅
川
千

明
先
生
を
お
招
き
し
「
危
険
予
知
訓
練

の
導
入
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
か
ら

☆
危
険
予
知
活
動
と
は

ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
話
し
合
い

　
　
　

↓

危
険
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
合
意

　
　
　

↓

対
策
を
決
め
る

　
　
　

↓

目
標
を
立
て
る

　
　
　

↓

一
人
ひ
と
り
が
実
践

☆
危
険
予
知
活
動
の
目
指
す
も
の

①
危
険
に
対
す
る
感
受
性
を
高
め
る

②
物
事
へ
の
集
中
力
を
高
め
る

③
問
題
解
決
能
力
を
向
上
さ
せ
る

④
実
践
へ
の
意
欲
を
強
め
る

⑤
セ
ン
タ
ー
の
風
土
づ
く
り

　
『
安
全
就
業
』実
現
に
向
け
、日
々
注

意
を
怠
ら
ず
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全は
全てに
優先する

安
全
就
業
講
習
会
開
催
さ
れ
る

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

新
体
制

役
　
職

氏
　
名

地
域

委
員
長

広
田
万
寿
美

堀
金

副
委
員
長

田
野
尻　

正

豊
科

委
員
（
理
事
）
山
田　

詔
一

豊
科

委
員
（
理
事
）
竹
原　

徳
治

穂
高

委
員
（
理
事
）
小
林　

松
治

明
科

委
員

本
山　

友
繁

豊
科

委
員

原
田　

興
亜

穂
高

委
員

武
田　
　

啓

穂
高

委
員

橋
本　

富
之

三
郷

委
員

青
柳　

重
二

堀
金

委
員

岩
垂　

俊
一

明
科

委
員
（
職
域
）
降
幡　

昭
男

穂
高

理
事
長

佐
々
木
胤
明

三
郷

副
理
事
長

飯
沼　

常
雄

豊
科

委
員

赤
羽　

孝
明

事
務
局

安曇野シルバー人材センター事故発生状況
平成 28年 4月～ 6月【傷害事故】

会　員 事故発生日 事故の状況 傷害部位

67歳男性 平成28年5月6日
16：55頃 剪定作業中、梯子が動いて 3ｍから転落。 右大腿部骨折

69歳女性 平成28年5月26日
15：30頃

草取り作業中水路に落ち、胸部をコンクリート
壁に打ち付けた。 肋骨複雑骨折

【交通事故】

65 歳女性 平成28年5月30日
10：30頃

自動車で就業先に向かう時、信号機のない交差
点で進入してきた車と衝突。 胸部打撲

64歳女性 平成28年6月30日
7：30頃

自転車で優先道路を進行中、右から進入してき
た車と接触。 手の甲、額部打撲

以上今年度すでに 4件の事故が発生しています。常に事故を意識して就業してください。

県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
主
催
の
庭

木
・
庭
園
管
理
講
習
会
が
、

6
月
9
日
か
ら
8
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
習
に
は
、
安

曇
野
市
・
松
本
市
在
住
者
を
中
心
に
、

定
員
20
人
を
上
回
る
26
人
が
受
講
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
豊
科
造
園
組
合
の

5
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

実
技
は
、
明
科
地
区
の
県
水
産
試

験
場
や
旧
明
科
公
民
館
の
周

辺
樹
木
で
実
施
し
ま
し
た
。1
日
半
は
、

雨
天
の
た
め
、
室
内
の
座
学
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、

熱
心
に
実
技
・
座
学
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
受
講
生
の
な
か
か
ら
、
シ
ル

る
、
か
ら
だ
を
冷
や
す

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

＊
蜂
刺
さ
れ
に
注
意

7
月
か
ら
9
月
の
時
期
の
蜂
刺
さ
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
作
業
現
場
を
確
認
し
、
蜂
の
巣
や

　
蜂
に
近
づ
か
な
い
こ
と

②
蜂
を
刺
激
す
る
よ
う
な
、
黒
地
の

　
着
衣
を
避
け
る
こ
と

安
全
な
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

蜂
取
り
ス
プ
レ
ー
は
事
務
局
で

用
意
し
て
い
ま
す
。
申
し
つ
け

く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
発
生
は
、
8
月
が
ピ
ー
ク

に
な
り
ま
す
。

●
熱
中
症
の
予
防

①
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
を
補
給

②
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
、
速
乾
の

　
衣
服
着
用

③
氷
、冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
に
よ
り
、

　
か
ら
だ
を
冷
や
す

④
帽
子
の
着
用
、
日
陰
の
利
用
、
こ

　
ま
め
な
休
息

●
熱
中
症
の
応
急
処
置

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
安
静
に
寝
か
せ

バ
ー
会
員
と
な
っ
て
、
剪
定
班
に
加
入

し
て
く
れ
る
人
が
出
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

梯子の建て方を学ぶ受講生

黒澤川の講習会場

旧明科公民館周辺での実習

庭
木
・
庭
園
管
理
講
習
を
開
催

剪
定
班
へ
の
加
入
を
期
待

草
刈
安
全
講
習
会
開
催

熱
中
症
・
蜂
に
ご
注
意

安
全
就
業
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

見
逃
す
な

　

 

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

　
　
　
　

  

あ
の
経
験



平成 28 年 8 月 1 日 シ ル バ ー 安 曇 野 第53号（6）

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

4
月
か
ら

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

職
員
と
し

て
、
三
郷
地

区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

三
郷
地
区
は
、
り
ん
ご
栽
培
が
盛
ん

で
5
～
6
月
は
大
変
忙
し
く
、
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
非
常
に
多
く
の
依
頼
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
り
ん
ご
作
業
が
一
段
落
し
た

現
在
は
、
剪
定
・
草
刈
り
・
草
取
り
等

の
依
頼
が
大
変
多
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
い
か
に
シ
ル
バ
ー
を
頼
り
に
し
て
い

る
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
事

も
多
く
、
会
員
や
発
注
者
の
皆
様
の
ご

要
望
に
十
分
お
応
え
で
き
ず
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

後
は
早
く
仕
事
を
覚
え
、
発
注
者

か
ら
の
要
望
に
対
し
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
多
く

の
就
業
機
会
が
提
供
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7
月
分
は
8
月
19
日
（
金
）

8
月
分
は
9
月
20
日
（
火
）

9
月
分
は
10
月
20
日
（
木
）

10
月
分
は
11
月
18
日
（
金
）

11
月
分
は
12
月
20
日
（
火
）

12
月
分
は
1
月
20
日
（
金
）

就
業
後
速
や
か
に
、
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
様
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
、

シ
ル
バ
ー
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
又
は
、
事

務
局
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
5
月
に
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
基

本
理
念
で
あ
る
、
自
主
、
自
立
、
共

働
、
共
助
、
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

活
動
に
入
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
シ
ル

バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

で
す
。

◆
雇
用
継
続
制
度
に
よ
り
、
60
代
の
入

会
員
の
減
少
に
つ
な
が
る
時
代
と
な

り
、
今
ま
で
以
上
の
「
シ
ル
バ
ー
事
業

の
普
及
啓
発
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

◆
こ
の
状
況
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
わ

れ
わ
れ
全
会
員
が
、
今
迄
の
経
験
を
元

に
、自
信
に
満
ち
た
シ
ル
バ
ー
活
動
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
力
あ
る
も

の
に
し
て
、
社
会
に
大
い
に
貢
献
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
会
員
同
士
の
「
和
」
と
「
助
け
合

い
」
の
精
神
で
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

◆
暑
さ
が
ま
だ
続
く
今
日
、
各
自
、
体

調
管
理
を
し
て
、
就
業
中
は
も
と
よ
り

自
宅
を
出
る
時
か
ら
帰
宅
す
る
迄
、
常

に
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
心
構

え
で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
ま
し

ょ
う
。

嶋
㟢
紘
次
、
小
林
義
明

那
須
野
卯
久
、
浅
川
泰
通

お
悔
や
み

就
業
報
告
書
の
提
出

に
つ
い
て
の
お
願
い

配
分
金
の
振
込
日

編
集
後
記

退
職
（
3
月
31
日
付
）

事
務
局
長　
　
　
　

務
台　

一
之

三
郷
地
区
長　
　
　

布
山　

昌
徳

異
動
（
4
月
1
日
付
）

事
務
局
長　
　
　
　

有
賀　

朝
一

総
括
係
長　
　
　
　

赤
羽　

孝
明

採
用
（
4
月
1
日
付
）

豊
科
業
務
担
当　
　

松
岡　

寛

三
郷
業
務
担
当　
　

鶴
見　

信
一
郎

こ
の
4
月

よ
り
豊
科
業

務
担
当
と
し

て
就
業
さ
せ

て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
松
岡
と
申
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
3
か
月
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
新
し
い
職
場
で
あ
り
充

分
内
容
も
理
解
す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
会
員
の
皆
様
の
希
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
従
事
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 事

務
局
だ
よ
り

職

員

の

異

動

松岡　寛

鶴見信一郎

新
職
員
の
紹
介

山
﨑　

嘉
昭
様　

平
成
28
年
1
月
2
日

浅
野　

辰
子
様　

平
成
28
年
1
月
24
日

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。


